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塩山北中学校

心豊かで主体的に活動する生徒の育成
～表現力の育成を図るための言語活動の工夫を通して～

Ｉ研究の方向性

教科・総合・道徳と学校教育のあらゆる場|('iで，‐諦肌)役１;'１を11i認識-i1-るとともに，表

Ｈ１ﾉﾉを青１１Ｍ-ろための託liiiMhをＩＩｔ進ﾏ1-る、生徒が論{1を川いて，意欲的に表現すること

ができる言語ＨＭﾘ)のル)りノノについて実践的なｲﾘﾄ死を}化し進めていくゴｌ当１分の考えや),1Aいを

多くの場面で，より適切な高菜で，ｉ［し〈相手に炎リル)-ることができるようになれば，砿

かな知性と心1'１:かな人ⅢIﾉｌｉをもち，よりカニ体(}<｣に活､))する生徒の行成につながるものと考

える。

研究の具体的内容と方法

１表ＩＷｊを高める仁荊ｉ１ｉＭ)｣のｲﾘ｢死

（１）本校の求める「犬リリノ」「表Ｊ１力のある生徒像」（ﾉ)検討

（２）表りい１－るノノを商めるための共体的な言語iiM)Iの検討・実践

２言語活1li1jを支える言語ノノの育成

（１）読帛1Ｗi動のl化巡（'|ﾘ1読了1い一斉読菩・論１１｝週'１１１．図書だより）

（２）言語環境を雌える、

３各教科における高話１Ｍ)jのｲﾘﾄ究・実践

（１）研究授業の実施（貯楽科・数学科）

（２）教科の特Wl2に応じた言語活動の実践

４聴北ライフのMiifl・実践

（１）「あいさつ，７'了かけ運､)j」の具体的アクションの実践

（２）授業岨↑|と，生iiIikllilt，ル)いさつ，返zllFの徹底

（３）生徒会7『Ｍ)jでは企員がi二人公という意識を,Ｉ．ｉめ，’二1三Ｍ(〕に活1lihさせる、

（４）関連行二'１:とのｉｌＭＩ（ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ・廃品|Ⅱ|収・保育突稗・WiWll:施設肋ｌＩＩ１・ホ゛ﾗﾝﾃｲ7活動）

５学ﾉﾉ向」二に股ける研究と実践および特別文援教育に|)L]わる(Ｊ｢死と実践

（１）佃に応じた１１l尊の笈跣

（２）基礎学ﾉﾉの|ｲﾘ」てに関わる研究と実践

（３）特》'|支援教育の火践

６昨〈|孟度からの継続ｲﾘﾄ先（Iillii柵と実践）

（１）開かれた(ｻﾒ:佼づくりＷｉ１－ること（学校評Illliなどについての実践と検討）

（２）目標にilIi拠したiｉＷｌｌｌｉ（絶対而IiIlli）についての研究と実践

（３）道徳教育の継続ｲﾘ｢先，実践

（４）地域のi1MI佼（大藤'１，，１''１金'|､､玉7:<小.塩''１北''１）とのネットワーク

（５）ミニIWlﾐ述活1li1jの継続（アルミ缶lDl収・地域クリーンilMi)j）

（６）社会ljlliMii識のlWji成ヤノＭＷ｣/|ﾐ活習慣の>上狩，ノ[りいやりの心の育成など心に元
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気をはぐくむことを|］脂した実践活動のｌＩｔ進

Ｈ１成采と課MＩｊ

ｌ表Ｊ１力を高める言語7円動のllRり組み（具体的１人]容１～４について）

今年度から新しいテーマのもと研究が始まった．まず，全]職員がめざす「表現力のあ

る姿」を共jmIl解し，その姿に近づくために，日常生活の''１で言語活動を支える力をど

う付けさせていくのか，Ｅ１ﾐた教科・学活・道徳指導の｢|]で何を実践していくのかを.検討

したに，何を求めるのか|ﾘ]確にし叶方|(i]性を絞ることができた。今まで当たり前のように

指導してきた内溶であっても，改めて確認し合うことで教員｛I('|の共ｊｍｌ１解が図れ，実際

の指導の場而で生かすことができる，あいさつや授業規律，｜iii)除の反省会等について，

全校同一歩調で取り細むことの成果を感じることができた㈲

教科指導の中では，救科の特性を生かした言語活動を授業展llHの中に仕組むことを意

識した。発表のキーワードを「形を教える」「－人じゃない」「ちょっとした工夫」の

３点に絞り，それを２本の研究授業で実践した。新しい視点での授業実践となり，大変

参考になり，得ることの多い研究となった．ただし，反省を蹄まえての次へのステップ

の確認が不十分であったという課題が残った．

知識・技能を活川してiillL題を解決するために必要な表現力を育むことは，必須のこと

なので，全教科で共通できるところを探し，撤科横断的な指導も取り入れていきたい。

また，今年度は教科ごとに二部会に分かれたが，内雰をZＭ１した視点から小部会に分け，

さらに研究を深めていきたい。

生徒の現状を見ると，まだまだ自分の意見が表現できなかったり，ｊⅢかなことが全員

に浸透していない而もある。授業だけでなく，日粥の'１､さな継続した実践が大きな力に

なることは言うまでもない、さらに継続した研究を行うとともに，先進校の実践などを

参考にし，教員１ｺ身の秋極的な学びを実践につなげていきたい．

２継続研究について（具体的内容５，６について）

今年度から北斗タイムやランクアッブテストを実施したことは，学力向上の－手段と

して有効であり，成果があったと言える．北斗タイムはテスト191間Ⅲ'１に集中して学習で

きる効果的な時Ｉ１ｌＩであった。ランクアッブ'テストは基礎）lL本の定着を図る上で，また生

徒達の学習意欲を商める」二でもイT効であった．今後も継続していく方向で，その実施方

法やiIiテストについてＷ｢考していきたい。さらに，知識や技能の定着に関わって，家庭

学習の習,膜化や課題の与え方について検討し，学校全体として取り組んでいきたい。

年度当初に評llli節llD7法についてＷ検討し，全llMi員でIIiM点別評Ⅲi表を作成することが

できた。新学習脂導要領実施にlri]けて，今後も評(llliについては定期的に話題にし，検討

していきたい,．．

1Ｖ成果物

２年脊楽科指導案・’年数学科捕導案団観点別学習評hlli資料・Ｍ１北ライフ資料

(研究主任三枝ゆかり）
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